
「投資信託説明書（交付目論見書）」のご請求・お申込みは・・・

〈販売会社〉
商号等

加入協会

大和証券株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号
日本証券業協会
一般社団法人日本投資顧問業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

設定・運用は・・・

〈委託会社〉
商号等

加入協会

大和証券投資信託委託株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第352号
一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

ページを開く前に
まずはこちら

3分で納得！フィンテック

販売用資料：2019年10月

大和証券投資信託委託株式会社は、2020年4月1日付で、
商号を「大和アセットマネジメント株式会社」に変更します。



スマートフォンの普及に伴い生活のデジタル化が進み

1

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

世界のスマートフォン普及率

※2014年～2021年 （2017年以降は予想）

約40％

約22％

（出所）statista

いつでも どこでも
インターネットにつながることが可能となった今



個々人に合わせ最適化されたものへと変化しています
あらゆるサービスは思い立った時すぐ利用することができ

パーソナライズ 2

あ なたが 今見たい 動画、今欲しい 商品、今聞き たい 音楽など、
データ分析を通じて「あなたへのおすすめ」をアプリが提案。

インターネットにつながってさえいれば、いつでもどこでも
利用可能なサービスがさまざまな分野で拡がっています。



しかし、もっとも身近な存在である
“お金”にまつわるサービス

はどうでしょう？

数多くの不便が当たり前のものとして取り残され
潜在的なニーズを満たすサービスの普及はまだこれから

パーソナライズに関心がある人の割合

3
（出所）Adobe Digital Survey 消費者動向調査「銀行のサービスに利用者は何を期待するのか？」 、

アクセンチュア「Accenture Financial Services 2017 Global Distribution & Marketing Consumer Study」

保険
アドバイス

約64％

銀行
アドバイス

約63％

資産管理
アドバイス

約73％

（2016年6月）

オンラインで手続きが完結できる
サービスに魅力を感じる人の割合

（2017年6月）

銀行
サービス

約67％



今までのフィンテック
テクノロジー企業による技術開発が中心で、

ベンチャーキャピタルへの投資が先行

これから始まる
フィンテック革命

テクノロジー企業と金融機関が協業し、
安心感のある新たなサービスを提供

4

テクノロジー
企業

金融機関
このままだと

生き残れない？

自助努力で
まかなってきたけど

サービスは便利かもしれないけど、
大切なお金を預けるのは“不安”…

エンドユーザーの声

スピード感

革新的技術

顧客基盤

安心感

技術はあるんだけどなぁ

金融機関
テクノロジー

企業

最先端のフィンテック技術を
伝統的な金融機関が取り込み始めた今



送金

融資

5

「低コストで均一なサービスの利用が幅広い層で可能に」
富裕層向けだったサービスが、コストを抑え利便性も向上しリニューアル。
高度なサービスながら資産運用をより身近な存在へ。

「スマートフォンが銀行に」
その都度来店する必要がなくなり、
送金や融資などがスマートフォンを介して可能に。

「こんな保険が今のあなたにはおすすめ」
自分で探すのではなく、アプリ側から“今ぴったりの保険”をご提案。

お金にまつわるサービスの当たり前が変わります



人々の潜在的なニーズを捉えた
“フィンテック”

サービスの拡がりとともに
爆発的な市場拡大が期待されます

6

（出所）statista

2015年 2020年

563兆円

221兆円

※フィンテック市場規模は、個人金融（消費者貸出プラットフォーム、自動投資サービス）、ビジネス金融（売掛債権買取プラットフォーム、クラウドファンディング、
ビジネスレンディングプラットフォーム）、デジタル決済（オンラインP2P送金、モバイルウォレットのPOS決済、オンライン決済）の取引額の合計。

※2018年4月末時点の為替レート（1ユーロ=132.05円）で円換算。

（予想）

フィンテック市場規模



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 7当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。

 フィンテックとは、金融（Finance）と技術（Technology）を組み合わせた造語で、IT技術を活用した新しい金融サービスをいいます。

 当ファンドでは、フィンテック関連企業の中でも、特に下記3つのテーマに着目して投資を行ないます。

 アクサ・インベストメント・マネージャーズは、保険会社として世界的に有名なアクサ・グループの資産運用部門であり、数多くのテーマ型ファンドで
優れた実績を有します。

※アクサ・インベストメント・マネージャーズ（以下、アクサ IM）については17、18ページをご参照ください。

ファンドのポイント

 「為替ヘッジあり」と「為替ヘッジなし」との間でスイッチング（乗換え）を行なうことができます。
※当ファンドにおける為替ヘッジについて、くわしくは23ページをご覧ください。

キャッシュレス・ビジネス 決済のキャッシュレス化の進展により恩恵を受ける企業

フィンテック技術基盤 新しい金融サービスの技術的な基盤を提供する企業

次世代金融リーダー 新技術の導入により市場をリードする金融機関

当ファンドにおける
フィンテック関連企業とは

多岐にわたる新たなテクノロジーを通じて、保険、資産運用、融資、
決済などの既存の金融サービスに変革をもたらす企業をさします。



1 キャッシュレス・ビジネス

3 次世代金融リーダー

2 フィンテック技術基盤
当ファンドが着目する

３つの成長テーマ

8



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 9当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。

当ファンドが着目する3テーマ

①キャッシュレス・ビジネス

注目分野の紹介

キャッシュレス・ビジネスとは、キャッシュレス社会の拡大により恩恵を受けるビジネスをさします。

世界のeコマース市場規模

eコマースの普及等を背景に、世界中で決済のキャッシュレス化が進んで
います。キャッシュレス決済は、高い利便性により、実店舗における決済で
も存在感を高めていくと考えられます。

世界で進むキャッシュレス化 恩恵を受ける注目分野

キャッシュレス化の進展により、現金に代わる決済手段となる「デジタル通
貨」と決済インフラを担う「決済インフラ」を提供するビジネスは、長期的に
恩恵を受けることが見込まれます。

デジタル通貨

交通系に代表される電子マネーやクレジットカー
ド、仮想通貨など、物理的通貨を伴わない決済
手段のことです。日本の大手金融機関も独自
の仮想通貨開発に乗り出すなど、多様化が進
み幅広い利用が期待されます。

決済インフラ
実店舗等でキャッシュレス決済を行なうためのイ
ンフラをさします。QRコード決済、指紋決済など、
多様な決済手段が普及することで決済サービス
の利便性向上が期待されます。

（出所）Euromonitor
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※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 10当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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当ファンドが着目する3テーマ ①キャッシュレス・ビジネス

《 決済インフラ 》

（出所） アクサ IM、ブルームバーグ

決済手段の多様化

注目ポイント

スマートフォンを介したQRコード決済、時計・指輪などのウェアラブル端末を介した
決済、そして指紋決済など、現金に代わるさまざまな決済手段があります。

株価：2013年1月初～2018年11月末
EPS：2013年～2020年（2018年以降はブルームバーグ予想）

多様な決済手段を小売店などの事業者に提供できる決済インフラ企業が今後存
在感を高めていくとみられます。特にさまざまな決済手段で処理される決済情報を
一元管理できる決済システムを提供できることがポイントとなります。

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

<株価とEPSの推移>

QRコード ウェアラブル端末

指紋

決済処理のグローバルリーダー

 決済処理のテクノロジーとソリューションを提供するオンライン決済
サービスのグローバルリーダー。主に小売業向けに、店舗、オンライ
ン、スマホなどの様々な媒体から各種カードでの決済を可能にする
垂直統合型決済サービスを提供。

 イギリスでスタートし、その後米国企業と統合。イギリスと米国で強
い基盤を持つ。イギリスでは取引の約42％を処理しており、イギリ
スの決済リーダーとなっている。世界146カ国でサービスを提供。

ワールドペイ
米国 / 情報技術

注目銘柄

キャッシュ
レス

技術
基盤

次世代
金融



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 11当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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当ファンドが着目する3テーマ

②フィンテック技術基盤

世界のフィンテック関連分野に対する投資額

（予想）

10年間で
24倍に

（出所）Market Research.com「Five Banking Innovations from 
Five Continents : USA, Europe, Asia, Africa, Australia」

（億米ドル） （2010年～2020年）

※上記注目分野以外にも投資する可能性があります。

注目分野の紹介

フィンテック技術基盤とは、新しい金融サービスを支える、セキュリティやブロックチェーンといった技術的な基盤をさします。

世界でフィンテック関連分野への投資が拡大

現時点において未成熟でも長期的に高成長が見込まれる高ポテンシャ
ルの分野に着目し、各分野を牽引する可能性の高い企業に厳選投資
します。

計り知れない可能性を秘める注目分野

新たな金融サービスでは、セキュリティやブロックチェーン、ビッグデータなどのテ
クノロジーの活用が重要となります。世界中でフィンテックを支える技術への
投資が拡大しており、新しいサービスの普及を後押しするとみられています。

セキュリティ
顧客情報など重要で膨大なデータを扱う企業が増えており、
サイバー攻撃などの脅威から情報を守るセキュリティ対策の
需要が高まっています。

ブロックチェーン
世界中にあるコンピューターにデータを分散させることで、
データの破壊・改ざん等のリスクを低下させるネットワーク上
のシステムであり、「分散型台帳技術」ともいいます。

ビッグデータ
一般的なデータ管理・処理ソフトでは扱うことが困難なほど
データ量が増えており、巨大で複雑なデータを収集・分析で
きる技術が求められます。

ソフトウェア
コンピューター上でさまざまな処理を行なうプログラムのことで、
フィンテックの普及には欠かすことのできないテーマです。
他の注目分野の技術革新を支える土台ともなっています。

レグテック
規制（Regulation）と技術（Technology）を合わせ
た造語で、テクノロジーを活用することでより効果的、効率
的に金融規制に対応することをめざすものです。

キャッシュ
レス

技術
基盤

次世代
金融



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 12当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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当ファンドが着目する3テーマ ②フィンテック技術基盤

《 セキュリティ 》

（億米ドル）

高まるセキュリティの重要性
金融サービスであるフィンテックは、既存の金融機関同様に高い安全性が求められ
ています。特にオンライン決済などの拡大に伴い情報セキュリティに対するニーズが高
まっています。セキュリティ技術は、今後フィンテックがさらに普及するために欠かすこと
のできない技術のひとつといえます。

（出所）アクサ IM、ブルームバーグ

予
想

（出所）MarketsandMarkets

（%）

（出所）Research Now, Exane BNP Paribas estimates

注目ポイント

世界のセキュリティ市場規模オンライン決済手段を選択する際に
重視する点

情報技術を活用する金融サービスは、既存の金融サービス以上に多様なサイバー
攻撃のリスクと対峙しているといえます。情報セキュリティ企業には、多様なリスクに
対応できる包括的なサービスを提供することが求められます。

支払条件の
柔軟性

1,379

2,319

〈アンケートの質問〉
“オンライン支払いの際、
支払い方法を決定する
ポイントは何ですか”
（回答者は2つを回答）

フィンテックの普及に欠かせないセキュリティ企業

 コンピューター・ネットワーク用セキュリティ対策の中核となるファイア
ウォール大手。製品ラインナップの拡充と継続的な顧客数増加に
より、競合他社と比較しても速い成長が続く。2018年の売上高
の成長率は約29％、セキュリティ市場全体のペースの約3倍の
伸びとなっており、今後もペースの速い成長が期待される。

 将来予測の立てやすい継続利用による収益（サブスクリプショ
ン）など、安定的売上比率が顧客数の増加とともに高まっている。

<株価とEPSの推移>

パロアルトネットワークス
米国 / 情報技術

注目銘柄

株価：2013年1月初～2018年11月末
EPS：2013年～2020年（2019年以降はブルームバーグ予想）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

キャッシュ
レス
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基盤

次世代
金融
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※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 13当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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当ファンドが着目する3テーマ

③次世代金融リーダー

デジタル化による変化の波が金融業界にも訪れ始めた中、これからは技術を積極的に取り込みスピード感をもって変化に対応できる
限られた企業が市場をリードしていくと考えられます。

世界の業種別時価総額ランキング

次世代金融リーダーとは、新しいサービスをいち早く導入し、市場をリードしていく金融機関をさします。

金融業界は、時価総額でみて世界最大級の産業のひとつです。フィンテッ
クが生み出す新しいサービスにより、市場をリードする金融機関が、この巨大
産業内の将来の勝ち組になると考えられます。

変革期を迎える巨大産業 次世代金融リーダーの特徴

リーダー企業として生き残る企業は各々が特筆すべき特徴を持っており、
その一例をご紹介します。

次世代型
保険

• ビッグデータ等、技術力を武器に新市場を開拓。
• 既存の顧客基盤、資本力を武器に新規サービス

をいち早く導入。

次世代型
バンキング

• オンライン等、利便性の高いサービスを武器に国境
を越えてシェアを拡大。

• 強固な財務基盤を活用し、最新技術への投資で
先行。

次世代型
ウェルスマネジメント

• 運用商品の組成、販売だけでなく利便性の高いプ
ラットフォームを提供することにより顧客を囲い込み。

（兆円）

※MSCI ACWIの構成銘柄を基に算出（2018年11月末時点）。
※2018年11月末時点の為替レート（1米ドル=113.55円）で円換算。
※業種は世界産業分類基準（GICS）によるものです。

（出所）MSCI Inc.、ブルームバーグ

キャッシュ
レス

技術
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次世代
金融



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 14当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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車両等の運転状況をもとに保
険料を算定するテレマティクス
保険の提供を開始
（2017年11月）

“InsurTech＊2”への投資を拡大
（2018年4月時点で計13社に投資）

＊1 テレコミュニケーション（電気通信）とインフォマティクス（情報処理）を掛け合わせた造語 ＊2 Insurance（保険）とTechnology（技術）を掛け合わせた造語

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（出所）アクサ IM、ブルームバーグ

フィンテックによる変化の例
これまで これから

事後的なサポートだけでなく
事故、病気を未然に防止

 テクノロジーの活用により、契約者
の安全運転や健康管理を積極的
にサポート。

 消費者の潜在ニーズを捉えたサー
ビスにより顧客満足度向上と保険
金支払いコスト抑制を両立。

注目銘柄

アリアンツ
積極的な投資により技術を取り込み、
テレマティクス＊1保険など先進的でユニークなサービスを提供。
他社には真似できないスピードと技術力を持つ次世代型保険の代表格。

トルコで糖尿病患者を対象とした
疾病管理と生活習慣の改善を
めざす試験的プロジェクトを開始
（2018年）

デジタル投資チーム
“Allianz X”を設立
（2016年）

いち早く動き出した企業が市場をリード

たとえば

事故、病気に見舞われた際、
経済的なサポートを提供

<株価とEPSの推移>

株価：2013年1月初～2018年11月末
EPS：2013年～2020年（2018年以降はブルームバーグ予想）

（ドイツ）

当ファンドが着目する3テーマ ③次世代金融リーダー

《 次世代型保険 》
キャッシュ

レス
技術
基盤

次世代
金融



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 15当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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（シンガポール・ドル）（シンガポール・ドル）

EPS（右軸）

DBSグループ

デジタル化の脅威を感じ
経営方針を転換
（2009年）

デジタルバンキングのみで
インドに進出（2015年）
→200万口座獲得

マイクロソフトなどで実績を上げた
ニール・クロス氏が最高イノベーション
責任者に就任（2014年）

“全行員を起業家に”

フィンテックによる変化の例
これまで これから

安全性、正確性を維持しつつも、
ベンチャー企業のように顧客の潜在ニーズを捉える

新サービスを積極的に追求

 ブロックチェーン等の新規技術の実
用化に向け積極投資。

 企業の財務管理ニーズに応えるソ
フトウェアを開発。

注目銘柄

いち早くデジタル化に舵を切り、シンガポール国内でのシェアを大きく伸ばし、新興
勢力の進出も防ぐ。デジタルのみで容易に国外に進出し、新たな顧客を獲得。
実践をもって勝ち組となっており、今後も成長が期待できる。

たとえば

（出所）アクサ IM、ブルームバーグ

ローン残高 ※各年末値

利便性よりも、
安全性・正確性を何よりも重視

58％
36％

対面顧客 デジタル顧客

＊営業利益に対する営業経費の比率で、数値が低いほど収益性が高い。

0

2,000

4,000

2009 2011 2013 2015 2017

（億シンガポール・ドル） 3,278

1,334

コスト・インカム・レシオ＊

※2017年時点

New！

（シンガポール）
いち早く動き出した企業が市場をリード

当ファンドが着目する3テーマ ③次世代金融リーダー

《 次世代型バンキング 》

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

<株価とEPSの推移>

株価：2013年1月初～2018年11月末
EPS：2013年～2020年（2018年以降はブルームバーグ予想）

キャッシュ
レス

技術
基盤

次世代
金融



※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。 16当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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運用商品だけでなく、
顧客の資産運用をサポートするツールを提供する

プラットフォーマーへ

個人向けオンライントレード
サービスの提供を開始
（1999年）

顧客数が25万人を突破し、欧州No.1の
オンライントレーディング企業へ（2001年）

顧客数が120万人に
（2017年）

0

200

400

600

800

2011 2013 2015 2017

（億ユーロ）

350

672

2013年
第4四半期

2017年
第4四半期

51.1%
39.8%

改善

2015 2016 2017 2018 2019 2020

フィネコバンク

フィンテックによる変化の例
これまで これから

 運用資産の一元管理ツールを提
供することで顧客の資産運用をサ
ポート。

 ツールを通して蓄積されるデータを
活用し、商品やサービスを向上さ
せることで顧客の囲い込みを実現。

注目銘柄

最先端のデジタル・プラットフォームを活用し、資産運用など幅広い
金融サービスを自社のモバイルアプリケーション上で提供し、預かり資産を拡大。
自動会話プログラム等のテクノロジーを活用し収益性も向上。

たとえば

（出所）アクサ IM、ブルームバーグ

預かり資産残高

＊営業利益に対する営業経費の比率で、数値が低いほど収益性が高い。

コスト・インカム・レシオ＊

優れた運用商品の
組成や販売に注力

（イタリア）
いち早く動き出した企業が市場をリード

当ファンドが着目する3テーマ ③次世代金融リーダー

《 次世代型ウェルスマネジメント 》

<株価とEPSの推移>

株価：2015年1月初～2018年11月末
EPS：2015年～2020年（2018年以降はブルームバーグ予想）

キャッシュ
レス

技術
基盤

次世代
金融
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アクサ・インベストメント・マネージャーズの強み

 運用者同士が定期的に意見交換を行ない、お互いのアイデ
アを交換し合う機会を設けており、異なる分野や地域の情報
や新しい発想をお互いに取り入れています。

柔軟な発想を運用に取り入れる体制を確立

長期にわたる成長テーマの発掘

 アクサ・インベストメント・マネージャーズは長期にわたりテーマ型株式
運用に取り組んでいます。当運用チームでは、長期投資を行なう上での
最良の方法は、市場全体を上回る成長が見込まれる長期トレンドを捉
える成長企業に投資をすることであると確信しています。

 ヘルスケア、テクノロジー、バイオテックなどさまざまなテーマ型運用を
長期にわたり手掛けており、日本では2015年12月よりロボット関連フ
ァンドの運用を提供しています。

ポートフォリオマネージャー

ヴィンセント・ヴィナティール
が語るフィンテックの注目点を動画で！



アクサ・インベストメント・マネージャーズの運用概要 （2019年6月末現在）

18

日本を含む世界の株式

投資対象銘柄

組入候補銘柄

ポートフォリオ

• フィンテック分野で長期にわたり成長の
可能性を有する企業群を選定

• 流動性の低い銘柄は除外

• 詳細なファンダメンタル企業分析
• 主として、以下の点を考慮し、銘柄を選定

- 中長期的な収益成長性
- フィンテック分野における優位性
- 新しい技術を開発または活用する能力
- 市場をリードする商品・サービスの有無
- 強力な経営陣 など

• 主として、以下の点を考慮し、
確信度に基づき組入比率を決定
- 株価の上昇期待度や下落の余地
- ポートフォリオ全体のリスク など

 企業のファンダメンタルズに基づくアクティブ運用
 主に、ジャッジメンタル運用とシステマティック運用の

2チーム
 運用残高：711億ユーロ（約9兆円）＊

株式運用

 運用プロフェッショナル：111名
 投資経験平均年数：約19年
 グローバルに広がる運用体制

 世界約2万社の企業データをカバー
 40年以上のデータ分析
 優れた独自の企業調査能力

 中小型株運用やテーマ型運用に定評のあるチームが当ファンドの運用を担当
 徹底的な企業調査を行なうことで中長期的に平均を上回る成長が期待できる企業を発掘し、確信度に

基づいて運用

当ファンドの担当チームおよび特徴

（出所）アクサ IM

※上記データは最新の情報に基づき作成していますが、後に変更される場合があります。
＊2019年6月末現在（為替レートは１ユーロ=122.69円）

株式運用チームについて

株式運用の陣容

 アクサ・インベストメント・マネージャーズは、
アクサ・グループの資産運用部門です。

 アクサ・グループは、生命保険、損害保険、
資産運用分野などの幅広いニーズに応える
商品やサービスを提供する世界最大級
の保険・資産運用グループです。

 アクサ・インベストメント・マネージャーズは、
資産運用残高7,566億ユーロを有し、
世界に20拠点を展開しています。

（2019年6月末現在）

当ファンドの運用プロセス アクサ・インベストメント・マネージャーズについて

当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。 ※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。
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ファンドの運用状況①

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。※基準価額の計算において、実質的な運用管理費用（信託報酬）は控除しています（「ファンドの費用」をご覧く
ださい）。※「期間別騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。※分配金は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。※上記は過去の
実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。 ※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。

為替ヘッジあり 為替ヘッジなし
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分配金再投資基準価額

当初設定日（2018年6月11日）～2019年8月30日

設定時

（億円）（円）
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純資産総額
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分配金再投資基準価額

当初設定日（2018年6月11日）～2019年8月30日

設定時

（億円）（円）

分配金合計額 設定来： 50円

0円(18/12)第1期

第2期 (19/06) 50円

1年間

設定来

+6.6 % 
+3.8 % 

+6.5 % 
年初来 +22.7 % 

基準価額 10,598 円

純資産総額 114億円

6カ月間

期間別騰落率
期間 ファンド

1カ月間
3カ月間

-3.1 % 
+3.8 % 

2019年8月30日現在

分配の推移
（1万口当たり、税引前）

分配金合計額 設定来： 50円

年初来 +18.7 % 

第1期 (18/12) 0円

第2期 (19/06) 50円

1年間 +0.5 % 

設定来 +3.4 % 

3カ月間 +1.3 % 
分配の推移

（1万口当たり、税引前） 6カ月間 +2.4 % 

2019年8月30日現在

基準価額 10,289 円 期間別騰落率
期間 ファンド

純資産総額 691億円 1カ月間 -5.2 % 



20

ファンドの運用状況② （2019年8月末時点）

※アクサIM・グローバル・フィンテック関連株式マザーファンドの運用状況です。※アクサ・インベストメント・マネージャーズが提供するデータ等を基に大和投資信託が作成したものです。※比率は、マザーファンドの純資産総額に対するもの
です。※上記データは、四捨五入の関係で合計の数値と一致しない場合があります。※業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準（GICS）によるものです。※ジャージーは英王室直轄領で、
税率が低いなどの税制優遇措置が設けられているため、本社や子会社を登記する企業が多い地域です。
※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。
当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。 ※裏表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご覧ください。

※大型株：時価総額100億米ドル超、
中小型株：時価総額100億米ドル以下

株式 業種別構成 株式 通貨別構成 株式 国・地域別構成

外国株式 情報技術 米ドル アメリカ
日本株式 金融 ユーロ ケイマン諸島
現金等 資本財・サービス 香港ドル フランス
合計 一般消費財・サービス 英ポンド ドイツ

コミュニケーション・サービス ノルウェー・クローネ ノルウェー
日本円 中国

株式 規模別構成 シンガポール・ドル 日本
豪ドル ジャージー

大型株 インドネシア・ルピア イタリア
中小型株 その他 その他

組入上位10銘柄

フィデリティナショナルインフォメーションサービシズ アメリカ 情報技術
ペイパル・ホールディングス アメリカ 情報技術
グローバル・ペイメンツ アメリカ 情報技術
ビザ アメリカ 情報技術
アリアンツ ドイツ 金融
Ｓ＆Ｐグローバル アメリカ 金融
Pagseguro　Digital　Ltd ケイマン諸島 情報技術
ワールドライン フランス 情報技術
パロアルトネットワークス アメリカ 情報技術
アメリカン・エキスプレス アメリカ 金融

合計93.4%

合計39.7%
銘柄名 比率国・地域名 業種名

5.4%
5.2%
4.9%
4.9%
3.4%
3.4%
3.3%
3.2%
3.1%
2.9%

合計93.4%
国・地域名 比率

51.1%
8.3%
4.5%
3.4%
3.1%
3.1%
2.8%
2.7%
2.7%

11.7%

1.1%
1.1%
1.0%

12.4%
5.8%

規模

通貨名 比率
38 90.6% 50.3% 60.7%

合計93.4%

1.4%
40 100.0% 2.6%

4.5%
4.1%
3.1%
2.8%
2.6%

21.6%

資産別構成 合計93.4%

2 2.8% 33.3%

比率
71.8%

6.6%

資産 銘柄数 比率 業種名 比率


FundReport (加工)

				1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40		41		42		43		44		45		46		47		48		49		50		51		52		53		54		55		56		57		58		59		60		61		62		63		64

		1

		2				投資者の皆さまへ																																																																																																																										Monthly Fund Report

		3				ワールド・フィンテック革命ファンド
（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし） カワセ

		4

		5

		6

		7

		8

		9																																追加型投信／内外／株式 ツイカ ガタ ナイガイ カブシキ																																																																				基　準　日										：		Friday, August 30, 2019

		10

		11				「為替ヘッジあり」の運用状況 カワセ ウンヨウ ジョウキョウ

		12

		13						信託期間										：		2018年6月11日　から　2023年6月9日　まで　

		14						決算日										：		毎年6月10日および12月10日（休業日の場合翌営業日）																																																																																		回次コード										：		2752

		15																																																																																																																														※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。								2752		2753

		16				≪基準価額・純資産の推移≫ キジュンカガク ジュンシサン スイイ																																																																																																																																		0		0

		17																																																																																																																						当初設定日（2018年6月11日）～2019年8月30日

		18				43707.0

		19

		20				基準価額 キジュン カガク														10,598 円

		21				純資産総額 ジュンシサン ソウガク														114億円

		22

		23				期間別騰落率

		24				期間 キカン														ファンド

		25				1カ月間 ゲツ														-3.1 %

		26				3カ月間														+3.8 %

		27				6カ月間														+6.6 %

		28				1年間														+3.8 %

		29				3年間														

		30				5年間														

		31				年初来 ネンショライ														+22.7 %

		32				設定来 セッテイ ライ														+6.5 %

		33

		34				※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、実質的な運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費用をご覧ください）。
※「期間別騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。
※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。 ジッシツテキ ウンヨウ カンリ ヒヨウ ヒヨウ カン ブンパイキン サイトウシ

		35

		36

		37

		38

		39

		40				≪分配の推移≫																																										≪主要な資産の状況≫																																																																																※比率は、純資産総額に対するものです。

		41																																										（1万口当たり、税引前）

		42				決算期（年/月） ネン ツキ																												分配金														組入ファンド クミ イリ																																																																						合計9928.4%

		43																																														運用会社名 ウンヨウ ガイシャ メイ																																ファンド名 メイ																																										比率 ヒリツ

		44				第1期																(18/12)												0円														アクサ・インベストメント・マネージャーズ																																アクサ ＩＭ・グローバル・フィンテック関連株式ファンド（為替ヘッジあり）* カワセ																																										9928.4%

		45				第2期																(19/06)												50円

		46																																

		47																																														大和証券投資信託委託																																ダイワ・マネーストック・マザーファンド																																										0.0%

		48																																

		49																																

		50																																														*ファンド名は略称です。ファンドの詳細については、「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

		51																																														≪基準価額の月次変動要因分解≫ ブンカイ

		52																																														2019年8月末の基準価額																																						10,598 円												※変動要因分解は、簡便法に基づく概算値であり、実際の数値とは異なる場合があります。また、その他には、設定・解約の影響などがあります。表示桁未満の四捨五入等の関係で各欄の数値の合計が変動額の数値と合わないことがあります。
※為替要因には為替ヘッジコスト／ヘッジプレミアムを含みます。 ヘンドウ ガク カワセ ヨウイン

		53																																														2019年7月末の基準価額																																						10,933 円

		54																																														変動額 ヘンドウ ガク																																						▲335 円

		55																																														国・地域名 クニ チイキメイ																		株式要因 カブシキ ヨウイン										為替要因 カワセ ヨウイン										合計 ゴウケイ

		56																																														アメリカ																		▲121 円										▲20 円										▲141 円

		57				分配金合計額																				設定来： 50円																						日本																		▲17 円										0 円										▲17 円

		58																																														欧州																		▲91 円										▲2 円										▲94 円

		59				※分配金は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。																																										アジア・オセアニア																		▲66 円										▲1 円										▲67 円

		60																																														小計 ショウケイ																		▲295 円										▲23 円										▲318 円

		61																																														分配金 ブンパイキン																																						0 円

		62																																														運用管理費用、その他 ウンヨウ カンリ ヒヨウ タ																																						▲17 円

		63				■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものです。当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。当ファンドの取得をご希望の場合には投資信託説明書（交付目論見書）を販売会社よりお渡しいたしますので、必ず内容をご確認の上ご自身でご判断ください。後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

		64

		65

		66

		67

		68

		69

		70

		71

		72

		73

		74

		1

		2				「為替ヘッジなし」の運用状況 カワセ ウンヨウ ジョウキョウ

		3

		4						信託期間										：		2018年6月11日　から　2023年6月9日　まで　

		5						決算日										：		毎年6月10日および12月10日（休業日の場合翌営業日）																																																																																		回次コード										：		2753

		6																																																																																																																														※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

		7				≪基準価額・純資産の推移≫ キジュンカガク ジュンシサン スイイ

		8																																																																																																																						当初設定日（2018年6月11日）～2019年8月30日

		9				43707.0

		10

		11				基準価額 キジュン カガク														10,289 円

		12				純資産総額 ジュンシサン ソウガク														691億円

		13

		14				期間別騰落率

		15				期間 キカン														ファンド

		16				1カ月間 ゲツ														-5.2 %

		17				3カ月間														+1.3 %

		18				6カ月間														+2.4 %

		19				1年間														+0.5 %

		20				3年間														---

		21				5年間														---

		22				年初来 ネンショライ														+18.7 %

		23				設定来 セッテイ ライ														+3.4 %

		24

		25				※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、実質的な運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費用をご覧ください）。
※「期間別騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。
※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。 ジッシツテキ ウンヨウ カンリ ヒヨウ ヒヨウ カン ブンパイキン サイトウシ

		26

		27

		28

		29

		30

		31				≪分配の推移≫																																										≪主要な資産の状況≫																																																																																※比率は、純資産総額に対するものです。

		32																																										（1万口当たり、税引前）

		33				決算期（年/月） ネン ツキ																												分配金														組入ファンド クミ イリ																																																																						合計9886.0%

		34																																														運用会社名 ウンヨウ ガイシャ メイ																																ファンド名 メイ																																										比率 ヒリツ

		35				第1期																(18/12)												0円														アクサ・インベストメント・マネージャーズ																																アクサ ＩＭ・グローバル・フィンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）* カワセ																																										9886.0%

		36				第2期																(19/06)												50円

		37																																

		38																																														大和証券投資信託委託																																ダイワ・マネーストック・マザーファンド																																										0.0%

		39																																

		40																																

		41																																														*ファンド名は略称です。ファンドの詳細については、「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

		42																																														≪基準価額の月次変動要因分解≫ ブンカイ

		43																																														2019年8月末の基準価額																																						10,289 円												※変動要因分解は、簡便法に基づく概算値であり、実際の数値とは異なる場合があります。また、その他には、設定・解約の影響などがあります。表示桁未満の四捨五入等の関係で各欄の数値の合計が変動額の数値と合わないことがあります。 ヘンドウ ガク

		44																																														2019年7月末の基準価額																																						10,849 円

		45																																														変動額 ヘンドウ ガク																																						▲560 円

		46																																														国・地域名 クニ チイキメイ																		株式要因 カブシキ ヨウイン										為替要因 カワセ ヨウイン										合計 ゴウケイ

		47																																														アメリカ																		▲123 円										▲142 円										▲265 円

		48				分配金合計額																				設定来： 50円																						日本																		▲17 円										0 円										▲17 円

		49																																														欧州																		▲92 円										▲72 円										▲164 円

		50				※分配金は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。																																										アジア・オセアニア																		▲66 円										▲30 円										▲96 円

		51																																														小計 ショウケイ																		▲299 円										▲244 円										▲542 円

		52																																														分配金 ブンパイキン																																						0 円

		53																																														運用管理費用、その他 ウンヨウ カンリ ヒヨウ タ																																						▲18 円
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		55

		56

		57

		58

		59

		60

		61

		62

		63

		64

		65

		66

		67

		68

		69

		70

		71

		72

		73

		74																																																																																																																														※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

		1

		2

		3				≪アクサ IM・グローバル・フィンテック関連株式マザーファンドの運用状況≫ ウンヨウ ジョウキョウ																																																																																																																										※比率は、マザーファンドの純資産総額に対するものです。 ジュンシサン ソウガク

		4				※アクサ・インベストメント・マネージャーズが提供するデータ等を基に大和投資信託が作成したものです。 ナド

		5				資産別構成 シサン ベツ コウセイ																																										株式 業種別構成 カブシキ																												合計93.4%														株式 規模別構成 カブシキ キボ ベツ																												合計93.4%

		6				資産																								銘柄数 メイガラスウ								比率										業種名 ギョウシュ メイ																																比率 ヒリツ										規模 キボ																																比率 ヒリツ

		7				外国株式																								38								90.6%										情報技術																																50.3%										大型株																																71.8%

		8				日本株式																								2								2.8%										金融																																33.3%										中小型株																																21.6%

		9																																														資本財・サービス																																5.8%										※大型株：時価総額100億米ドル超、中小型株：時価総額100億米ドル以下。

		10				現金等																																6.6%										一般消費財・サービス																																2.6%

		11				合計 ゴウケイ																								40								100.0%										コミュニケーション・サービス																																1.4%

		12

		13				株式 通貨別構成 カブシキ ツウカ																												合計93.4%														株式 国・地域別構成 カブシキ クニ チイキ																												合計93.4%

		14				通貨名 ツウカ メイ																																比率 ヒリツ										国・地域名 クニ チイキメイ																																比率 ヒリツ

		15				米ドル																																60.7%										アメリカ																																51.1%

		16				ユーロ																																12.4%										ケイマン諸島																																8.3%

		17				香港ドル																																4.5%										フランス																																4.5%																																										

		18				英ポンド																																4.1%										ドイツ																																3.4%

		19				ノルウェー・クローネ																																3.1%										ノルウェー																																3.1%

		20				日本円																																2.8%										中国																																3.1%

		21				シンガポール・ドル																																2.6%										日本																																2.8%

		22				豪ドル																																1.1%										ジャージー																																2.7%

		23				インドネシア・ルピア																																1.1%										イタリア																																2.7%

		24				その他																																1.0%										その他																																11.7%

		25

		26				組入上位10銘柄																																																																																																																合計39.7%

		27				銘柄名																																																				国・地域名 クニ チイキメイ																								業種名																																								比率 ヒリツ

		28				フィデリティナショナルインフォメーションサービシズ																																																				アメリカ																								情報技術																																								5.4%

		29				ペイパル・ホールディングス																																																				アメリカ																								情報技術																																								5.2%

		30				グローバル・ペイメンツ																																																				アメリカ																								情報技術																																								4.9%

		31				ビザ																																																				アメリカ																								情報技術																																								4.9%

		32				アリアンツ																																																				ドイツ																								金融																																								3.4%

		33				Ｓ＆Ｐグローバル																																																				アメリカ																								金融																																								3.4%

		34				Ｐａｇｓｅｇｕｒｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｔｄ																																																				ケイマン諸島																								情報技術																																								3.3%

		35				ワールドライン																																																				フランス																								情報技術																																								3.2%

		36				パロアルトネットワークス																																																				アメリカ																								情報技術																																								3.1%

		37				アメリカン・エキスプレス																																																				アメリカ																								金融																																								2.9%

		38

		39				※上記データは、四捨五入の関係で合計の数値と一致しない場合があります。
※業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準（GICS）によるものです。
※ジャージーは英王室直轄領で、税率が低いなどの税制優遇措置が設けられているため、本社や子会社を登記する企業が多い地域です。

		40

		41

		42

		43				≪ファンドマネージャーのコメント≫																																																																																																																										※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

		44				※以下のコメントは、アクサ・インベストメント・マネージャーズが提供するコメントを基に大和投資信託が作成したものです。
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		47

		48

		49
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		54

		55

		56

		57
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		59

		60

		61

		62

		63

		64

		65

		66

		67

		68

		69

		70

		71

		72				※個別企業の推奨を目的とするものではありません。 コベツ キギョウ スイショウ モクテキ

		73

		74																																																																																																																														※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

		1

		2

		3				≪ファンドマネージャーのコメント≫																																																																																																																										※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

		4				※以下のコメントは、アクサ・インベストメント・マネージャーズが提供するコメントを基に大和投資信託が作成したものです。

		5

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20

		21

		22

		23

		24

		25

		26

		27

		28

		29

		30

		31

		32

		33

		34

		35

		36

		37

		38

		39

		40

		41

		42

		43

		44

		45

		46

		47

		48

		49

		50

		51

		52

		53

		54

		55

		56

		57

		58

		59

		60

		61

		62

		63

		64

		65

		66

		67

		68

		69

		70

		71

		72				※個別企業の推奨を目的とするものではありません。 コベツ キギョウ スイショウ モクテキ

		73

		74																																																																																																																														※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

		1

		2

		3				組入上位銘柄紹介 クミ イリ ジョウイ メイガラ ショウカイ																																																																																																																										※アクサ・インベストメント・マネージャーズが提供するコメントを基に大和投資信託が作成したものです。

		4				銘柄名（国・地域名／業種名） クニ チイキメイ ギョウシュ メイ																																						銘柄紹介 メイ ガラ ショウカイ

		5				フィデリティナショナルインフォメーションサービシズ

（アメリカ／情報技術）																																						米国の金融データサービス会社。金融機関や小売業者向けに、クレジット・デビットカード処理、電子バンキングサービス、小切手リスク管理、小切手の換金、マーチャントカード・プロセシングサービスを提供。決済大手のワールドペイを買収。

		6

		7

		8

		9

		10

		11				ペイパル・ホールディングス

（アメリカ／情報技術）																																						オンライン決済サービス会社。電子決済の老舗。オンライン決済業務に特化した決済プラットフォーマーで、グローバル展開に強み。

		12

		13

		14

		15

		16

		17				グローバル・ペイメンツ

（アメリカ／情報技術）																																						オンライン決済サービス会社。インフラを十分に持たない中小の小売業者に対して強みを持つ。マルチチャネルに対応し、各種ソフトウエアも提供する統合型サービスを提供し、顧客の定着率が高い。主に米国で展開。

		18

		19

		20

		21

		22

		23				ビザ

（アメリカ／情報技術）																																						クレジットカード会社。小売り電子決済ネットワークの運営、国際的な金融サービスの提供に従事。消費者、一般企業、金融機関、政府機関などを電子決済に結びつける決済技術会社である。決済ネットワークやデータ転送サービスを通じて、国際的な商取引を提供する。

		24

		25

		26

		27

		28

		29				アリアンツ

（ドイツ／金融）																																						ドイツの金融サービス持株会社。子会社を通じて、生命保険、損害保険、資産運用の各分野で保険・金融サービスを提供。

		30

		31

		32

		33

		34

		35				Ｓ＆Ｐグローバル

（アメリカ／金融）																																						金融情報サービス会社。同社は3つの事業区分を運営し、信用格付け事業、市場・商品情報事業、インデックス事業がある。

		36

		37

		38

		39

		40

		41				Ｐａｇｓｅｇｕｒｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｔｄ

（ケイマン諸島／情報技術）																																						ブラジルの金融ソリューション企業。デジタル決済、POSデバイスによる支払、デジタル口座機能、プリペイドカード等のサービスを提供。

		42

		43

		44

		45

		46

		47				ワールドライン

（フランス／情報技術）																																						世界各地で事業を展開する、デジタル決済処理プラットフォームの開発・運営会社。マーチャントサービスおよび取引サービス、会計処理、ソフトウエアライセンスを提供する。

		48

		49

		50

		51

		52

		53				パロアルトネットワークス

（アメリカ／情報技術）																																						ネットワークに関するセキュリティサービスを提供する会社。サイバー攻撃による不正プログラムなどの侵入防止のためのセキュリティプラットフォームを提供する。

		54

		55

		56

		57

		58

		59				アメリカン・エキスプレス

（アメリカ／金融）																																						米国の企業で、トラベラーズチェックとクレジットカードを発行。

		60

		61

		62

		63

		64

		65

		66				※業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準（GICS）によるものです。 

		67				※個別企業の推奨を目的とするものではありません。 コベツ キギョウ スイショウ モクテキ

		68

		69

		70

		71

		72

		73

		74																																																																																																																														※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。



【市場環境】
グローバル株式市場は上昇　
　7月のグローバル株式市場は上昇しました（現地通貨ベース）。米国の好調な経済指標や4-6月期決算に対する期待感などから上昇基調でのスタートとなりました。その後は、米中貿易摩擦をめぐる不透明感が高まる場面もありましたが、企業決算が好調な滑り出しとなったことや欧米間の貿易面での緊張緩和などが好感され、下旬には一段高となりました。月末にかけては一部ＩＴ（情報技術）関連企業の下落などから上げ幅を縮小しましたが、月間では上昇しました。

為替相場は円安
　米ドル円相場は小幅に円安米ドル高となりました。貿易摩擦に対する市場の懸念が一服する中で、リスク回避姿勢の後退から月中旬にかけて円安傾向となりました。しかしトランプ大統領が米ドル高や他国通貨安に対するけん制発言を行ったことや、日銀が金融政策を修正するとの観測報道から、下旬には円安幅を縮小させました。
　ユーロ円相場は円安ユーロ高となりました。月前半は、米国と中国の間での貿易戦争に対する懸念がやや和らいだことや、ECB（欧州中央銀行）による早期利上げ観測などから、円安基調で推移しました。しかし月後半になると、日銀が金融政策の調整を検討しているとの報道などから、円安幅は縮小しました。


【ファンドの運用状況】
月間の動き
　7月は、「為替ヘッジあり」、「為替ヘッジなし」いずれも主として欧州や米国の保有銘柄の株価上昇により、基準価額は上昇しました。「為替ヘッジなし」については為替相場が円安となり、プラスに寄与しました。
　欧州では、主にドイツのオンライン決済サービス会社のワイヤーカードや、イタリアの総合商業銀行フィネコバンクなどの株価が上昇しました。一方、英国の情報技術セキュリティー製品メーカーのソフォス・グループは、大規模なランサムウェア攻撃が発生した恩恵を受けて売上が急伸した昨年4-6月期との比較で成長が伸び悩んだことから株価が下落しました。本年後半以降は、再び堅調な成長が見込まれています。
　米国では、大幅に株価が上昇した銘柄は見られなかったものの、金融機関のシティグループをはじめ、保有する銘柄がおおむね上昇したことがプラスに寄与しました。
　アジア・オセアニアでは、オーストラリアの会計ソフトウェア会社のMYOBグループが良好なパフォーマンスとなりました。中国のネット専業保険最大手の衆安在線財産保険（ZhongAn Online P&C Insurance）は、短期的な収益性の改善よりも保険料収入の成長に向けた投資を優先する方針が重しとなり、株価は下落しました。
 
運用のポイント
　フィンテックの3つの成長テーマに着目し、テクノロジーと金融に対して魅力の高いと判断する銘柄を組み入れています。①キャッシュレス・ビジネスのテーマではキャッシュレス社会の中心となり、業界をリードする米国のビザやワールドペイ、ドイツのワイヤーカードなどを保有しています。②フィンテック技術基盤のテーマではサイバーセキュリティーの大手で、フィンテックを支える技術基盤を提供する米国のパロアルトネットワークスなどを保有しています。③次世代金融リーダーのテーマではフィンテック技術を使って継続的に業績の伸びを達成しているイタリアのフィネコバンクなどを保有しています。
　7月の主な投資行動としては、保険業界向けにビッグデータ分析ソリューションを提供する米国のべリスク・アナリティックス(業種は資本財・サービス)を新規に組み入れました。株価が下落した衆安在線財産保険については、中長期的に高い成長が見込まれるとの判断から、買い増しました。７月末時点の組入銘柄数は40となりました。
　また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行いました。


【今後の見通し・運用方針】
今後の見通し
　米中貿易摩擦の激化が懸念される中、株式市場の変動性が高まった状態がしばらく続くと予想しています。しかしながら、米国をはじめとするグローバル経済指標のモメンタム（勢い）は依然として良好であり、企業のバランスシートも良好なことから、引き続き強気の見通しを維持しています。フィンテック分野については、コンサルティング会社のフィンテック・グローバルによると、2018年上半期のフィンテック・ベンチャー企業の資金調達額は約420億米ドルに達し、昨年記録した通期の過去最高額を上回る水準となりました。中でもアリババグループのアント・フィナンシャルは約140億米ドルの資金調達に成功し、市場を驚かせました。投資家には、アジアの政府系ソブリン・ウェルス・ファンドや、北米のプライベート・エクイティ・ファンドなどが含まれます。フィンテック分野に対する投資意欲は衰えておらず、今後もますます活発になっていくと予想しています。また、フィンテック関連銘柄のバリュエーションは力強い成長を背景に、大部分において妥当な水準だと判断しています。一部株価が割高な水準に達している銘柄も見受けられるものの、適切に組入比率を調整することにより、中長期的に成長を享受することが可能と考えています。
 
今後の運用方針
　当ファンドは、テクノロジー企業と金融機関が協業して生まれるフィンテック市場の動きをとらえ、3つの成長テーマであるキャッシュレス・ビジネス、フィンテック技術基盤、次世代金融リーダーに着目して、フィンテック企業に投資を行います。フィンテックは、金融業務の効率性を高めるだけのものではなく、最新のIT技術を用いた新たな金融サービスであり、サービスの広がりと共に市場が大きく拡大していく革命です。この動きはこれからさらに本格化していき、10年以上続く長期のトレンドになっていくと予想しており、長期トレンドを捉える成長企業に投資することでファンドの成長を目指します。
　また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行います。

■アクティブファンドについての注意■

「月間騰落率」には、その騰落率の主な要因を、原資産や為替などのリスク資産別に、その理由を含めて簡潔に記載ください。
※特に、市場動向とファンドの騰落率が乖離もしくは符号が反対となるケースはより丁寧な説明をお願いします。


「運用のポイント」は、レポート期間の投資行動およびその理由について説明ください。


　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。

　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。

【市場環境】
グローバル株式市場は上昇　
　11月のグローバル株式市場は上昇しました（現地通貨ベース）。前半は米国の中間選挙の結果がおおむね市場の事前想定通りとなったことで安心感が広がり上昇しました。中旬は米国の一部ハイテク企業が需要見通しを引き下げたことや、イタリア予算案をめぐる動向や英議会でEU（欧州連合）離脱合意案が否決されるとの懸念などから下落する場面が見られました。月後半に入るとG20サミットにおいて米中首脳会談が開催される見通しとなり、米中貿易摩擦懸念の後退期待により株価は再び上昇しました。

為替相場は小幅な円安
　米ドル円相場は、米国の金利が低下したことは米ドルの下落要因となりましたが、米中首脳会談に対する期待などが米ドルの上昇要因となり、小幅ながら円安米ドル高となりました。
　ユーロ円相場は、欧州の政治的不透明感がユーロの下落要因となりましたが、米国の中間選挙の結果や米中首脳会談に対する期待などを受けたリスクオン気運の高まりが円安圧力となり、小幅ながら円安ユーロ高となりました。

【ファンドの運用状況】
月間の動き
　11月は、「為替ヘッジなし」については、主にグローバル株式市場の上昇と小幅な円安の進行がプラス寄与となり、基準価額は上昇しました。「為替ヘッジあり」についても、主にグローバル株式市場の上昇により基準価額は上昇しました。主にプラスに寄与した銘柄は、10月の下落後に力強く反発した中国企業の衆安在線財産保険や、インドの銀行のHDFC銀行、タブロー・ソフトウェア、アリババ等が当ファンドのパフォーマンスに最もプラス寄与しました。また、ソフトウェア事業のワークデーは、予想を上回る四半期業績を発表し、プラスに寄与した銘柄の1つとなりました。日本のGMOペイメントゲートウェイは、日本のデジタル決済の拡大見通しを示唆するニュースを背景に良好なパフォーマンスとなりました。報道によると、日本政府は2019年に予定されている消費税増税の悪影響の緩和策として、キャッシュレス決済金額の5%の払い戻しを検討しています。
　主にマイナスに寄与した銘柄は、ワイヤカードやワールドペイ、シムコープでした。ワイヤカードは業績、ガイダンスともに市場予想に沿った内容となり、ワールドペイは今年度のEPSガイダンスを市場予想よりも引き上げるなど決算内容は良好で、事業トレンドは引き続き堅調であることを示しており、両銘柄とも中期的に堅調なパフォーマンスが見込まれると考えています。また、予想を下回る第3四半期業績を発表したシムコープは第3四半期業績が市場予想を下回ったことが影響したものの、大規模な取引が第4四半期にずれ込んだことが原因とみており、予想通りの年度業績を達成できると考えています。
 
運用のポイント
　11月は様々な材料が影響した複雑な市場環境の下、中長期的に高い成長が見込まれるフィンテック企業のポジションを引き続き積み増しました。
　オンデマンド・データ保護ソリューションを提供する米国のプルーフポイントや、金融機関に資産管理ソフトウェアとサービスを提供する米国のエンベストネット、そしてテクノロジーにおいて高い競争優位性を築いている米国のJPモルガン・チェース・アンド・カンパニーを積み増ししました。また、事業者向け専用決済プロダクト・サービスを提供するフリートコア・テクノロジーズを新たに組み入れました。フリートコア・テクノロジーズは、決済に特化した商品・サービスを提供するグローバル企業です。米国、欧州、アフリカ、アジアで活発に事業展開しており、ブラジルにおける革新的なトークン決済システム、米国における自動車用燃料カードの利用可能な分野の拡大など、魅力的な新製品のパイプラインを有しています。また、当ファンドの運用開始以降、好調に推移してきたメルカドリブレを売却しました。11月末時点の組入銘柄数は43となりました。また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行いました。


【今後の見通し・運用方針】
今後の見通し
　フィンテックは引き続き魅力的な投資対象と考えます。11月にはグローバル・フィンテック・カンファレンスが米国で開催され、大手フィンテック企業や、ベンチャーキャピタル投資家、フィンテック業界のスペシャリストが参加しており、フィンテックの分野に対する投資家の興味は依然として旺盛ということが確認されました。特にB2B（企業間）決済市場が今後魅力的な成長分野として注目されています。個人向けの電子決済の普及が進む一方で、法人向けについては契約書の取り交わしや承認手続きが複数段階に渡るなど、複雑なプロセスが必要となるため普及がほとんど進んでいないとう調査結果もあり、電子決済サービス企業には極めて魅力的な収益拡大余地があると考えられます。当ファンドの保有銘柄では、米国のビザやフリートコア・テクノロジーズなどがこの分野で優位な立場にあると考えています。
　現在の市場ボラティリティの高まりは予想されていたものであり、景気サイクル後期のリスクに対する懸念は当面は続くと考えられます。また、米国の長期に及ぶ量的緩和政策の終了は、引き続きグローバル株式市場、特に新興国株式市場のボラティリティを高める火種となることが懸念されます。米国の中間選挙は無難に通過したものの、イタリアの予算や英国のEU離脱、米中間の貿易摩擦などの政治的な問題に不透明感が残っていることは、今後数カ月において市場ボラティリティを高める要因になる可能性があります。市場のボラティリティが過去数年より高い状態が継続することが想定されますが、今後は良好な業績発表が続くとみられることや、自社株買いが再開されることが予想され、これらは株式市場の支援材料になるとみています。グローバル経済指標のモメンタムについても、非常に良好であった過去数年と比較してややペースダウンが予想されるものの、良好であることに変わりなく、強気の見通しを維持しています。
 
今後の運用方針
　当ファンドは、テクノロジー企業と金融機関が協業して生まれるフィンテック市場の動きをとらえ、3つの成長テーマであるキャッシュレス・ビジネス、フィンテック技術基盤、次世代金融リーダーに着目して、フィンテック企業に投資を行います。フィンテックは、金融業務の効率性を高めるだけのものではなく、最新のIT技術を用いた新たな金融サービスであり、サービスの広がりと共に市場が大きく拡大していく革命です。この動きはこれからさらに本格化し、10年以上続く長期のトレンドになっていくと予想しており、長期トレンドを捉える成長企業に投資することでファンドの成長を目指します。また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行います。


■アクティブファンドについての注意■

「月間騰落率」には、その騰落率の主な要因を、原資産や為替などのリスク資産別に、その理由を含めて簡潔に記載ください。
※特に、市場動向とファンドの騰落率が乖離もしくは符号が反対となるケースはより丁寧な説明をお願いします。


「運用のポイント」は、レポート期間の投資行動およびその理由について説明ください。


　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。

　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。

【市場環境】
グローバル株式市場は下落
　8月のグローバル株式市場は下落しました（現地通貨ベース）。月初に米国が中国からの輸入製品に対する追加関税対象の拡大方針を示したことにより、米中貿易摩擦激化への懸念が急速に強まり、グローバル株式市場は下落して始まりました。その後も米中通商協議に関する不透明感のある中、ドイツの景気減速や英国の合意なきEU（欧州連合） 離脱への懸念などから上値の重い展開が続きました。

為替相場は、米ドル円、ユーロ円ともに下落
　米ドル円、ユーロ円相場は、ともに下落しました。米中貿易摩擦の激化がリスク回避の動きにつながり、円高要因となりました。またユーロ円相場では、ECB（欧州中央銀行）の追加緩和期待などがユーロ安圧力になりました。


【ファンドの運用状況】
月間の動き
　8月は、「為替ヘッジなし」については、グローバル株式市場の下落がマイナス寄与となったことに加えて、米ドルに対する円高の進行により、基準価額は下落しました。「為替ヘッジあり」についても、主にグローバル株式市場の下落により基準価額は下落しました。
　8月は、銘柄別にみると、パフォーマンスにプラス寄与した銘柄は、業績の順調なパグセグロ・デジタルや、Q2ホールディングス、売り上げが好調なS&Pグローバル、ブラックラインなどでした。一方、マイナスに寄与した銘柄は、7－9月期の利益見通しが市場予想を下回ったスクエア、営業部門の幹部の辞任が発表されたパロアルトネットワークス、エンベストネット、ワールドラインなどでした。
 
運用のポイント
　8月は、大きなポートフォリオの変更は行いませんでした。ワールドライン、アメリカン・エキスプレス、エクスペリアン、パグセグロ・デジタルは株価が上昇したため、利益確定のため一部売却しました。8月末時点の組入銘柄は40となりました。
　また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行いました。


【今後の見通し・運用方針】
今後の見通し
　引き続きフィンテックが魅力的な投資対象であり続けることに変わりはありません。米国経済は堅調ですが、米国以外では変調が露わになりつつあり、世界経済は減速に向かっています。米国中国間および米国欧州間の貿易交渉や、米国とイランの政治的緊張、英国の欧州離脱の動向、そして各国中央銀行の金融政策の変化等により、今後数カ月はボラティリティの高い状況が続く可能性があります。しかしながら、各国中央銀行、中でもFRB（米国連邦準備制度理事会）とECBが金融緩和姿勢を強めているという事実は、グローバル市場を後押しすると思われます。投資家のセンチメントは非常に弱く、リスクオフの状況が続いていますが、通常、このような状況の後、株式市場は大きく反発する傾向があります。また、低金利環境も株式市場の下支えとなり、今後市場が調整したとしても下落幅は限定的と思われます。当ファンドではそのような状況を想定して運用しており、仮に株式市場が再び下落するようなことがあったとしても、既存の組入銘柄を割安な水準で買い増す好機であると考えています。

今後の運用方針
　当ファンドは、テクノロジー企業と金融機関が協業して生まれるフィンテック市場の動きをとらえ、3つの成長テーマであるキャッシュレス・ビジネス、フィンテック技術基盤、次世代金融リーダーに着目して、フィンテック企業に投資を行います。フィンテックは、金融業務の効率性を高めるだけのものではなく、最新のIT技術を用いた新たな金融サービスであり、サービスの広がりと共に市場が大きく拡大していく革命です。この動きはこれからさらに本格化し、10年以上続く長期のトレンドになっていくと予想しており、長期トレンドを捉える成長企業に投資することでファンドの成長を目指します。
　また、「為替ヘッジあり」の保有する実質外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため為替ヘッジを行います。
 

■アクティブファンドについての注意■

「月間騰落率」には、その騰落率の主な要因を、原資産や為替などのリスク資産別に、その理由を含めて簡潔に記載ください。
※特に、市場動向とファンドの騰落率が乖離もしくは符号が反対となるケースはより丁寧な説明をお願いします。


「運用のポイント」は、レポート期間の投資行動およびその理由について説明ください。


　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。

　初回決算期が到来していないため、
分配金は記載していません。



期間別騰落率など



								為替ヘッジあり カワセ																																																																		為替ヘッジなし カワセ



								43707.0																																																																		43707.0



								基準価額 キジュン カガク														10,598 円																		期間別騰落率																																		基準価額 キジュン カガク														10,289 円																		期間別騰落率



																																								期間																		ファンド																																																期間																		ファンド

								純資産総額 ジュンシサン ソウガク														114億円																																																				純資産総額 ジュンシサン ソウガク														691億円

																																								1カ月間																		-3.1 %																																																1カ月間																		-5.2 %



																																								3カ月間																		+3.8 %																																																3カ月間																		+1.3 %

								分配の推移
（1万口当たり、税引前） ブンパイ スイイ																																																																		分配の推移
（1万口当たり、税引前） ブンパイ スイイ

																																								6カ月間																		+6.6 %																																																6カ月間																		+2.4 %



								第1期										(18/12)								0円														1年間																		+3.8 %																第1期										(18/12)								0円														1年間																		+0.5 %



								第2期										(19/06)								50円														年初来																		+22.7 %																第2期										(19/06)								50円														年初来																		+18.7 %



								分配金合計額												設定来： 50円																				設定来																		+6.5 %																分配金合計額												設定来： 50円																				設定来																		+3.4 %

































































































						≪分配金の概況≫



						ERROR:#REF!

						■配当等収益（1万口当たり、経費控除後）および分配対象額（1万口当たり、分配金支払い後）の状況

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!

						ERROR:#REF!																												ERROR:#REF!																																																																		ERROR:#REF!
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主要な資産の状況



						資産別構成 シサン ベツ コウセイ																																				株式 業種別構成 カブシキ																						合計93.4%														株式 通貨別構成 カブシキ ツウカ																						合計93.4%														株式 国・地域別構成 カブシキ クニ チイキ																						合計93.4%

						資産																		銘柄数 メイガラスウ								比率										業種名 ギョウシュ メイ																										比率 ヒリツ										通貨名 ツウカ メイ																										比率 ヒリツ										国・地域名 クニ チイキメイ																										比率 ヒリツ

						外国株式																		38								90.6%										情報技術																										50.3%										米ドル																										60.7%										アメリカ																										51.1%

						日本株式																		2								2.8%										金融																										33.3%										ユーロ																										12.4%										ケイマン諸島																										8.3%

						現金等																										6.6%										資本財・サービス																										5.8%										香港ドル																										4.5%										フランス																										4.5%

						合計																		40								100.0%										一般消費財・サービス																										2.6%										英ポンド																										4.1%										ドイツ																										3.4%

																																										コミュニケーション・サービス																										1.4%										ノルウェー・クローネ																										3.1%										ノルウェー																										3.1%

																																																																														日本円																										2.8%										中国																										3.1%

																																										株式 規模別構成 カブシキ キボ ベツ																						合計93.4%														シンガポール・ドル																										2.6%										日本																										2.8%

																																										規模 キボ																										比率 ヒリツ										豪ドル																										1.1%										ジャージー																										2.7%

																																										大型株																										71.8%										インドネシア・ルピア																										1.1%										イタリア																										2.7%

																																										中小型株																										21.6%										その他																										1.0%										その他																										11.7%



						組入上位10銘柄																																																																																																																																		合計3968.1%

						銘柄名 メイガラ メイ																																																														国・地域名 クニ チイキ メイ																														業種名 ギョウシュ メイ																														比率 ヒリツ

						フィデリティナショナルインフォメーションサービシズ																																																														アメリカ																														情報技術																														536.7%

						ペイパル・ホールディングス																																																														アメリカ																														情報技術																														521.4%

						グローバル・ペイメンツ																																																														アメリカ																														情報技術																														494.7%

						ビザ																																																														アメリカ																														情報技術																														493.3%

						アリアンツ																																																														ドイツ																														金融																														344.6%

						Ｓ＆Ｐグローバル																																																														アメリカ																														金融																														336.9%

						Pagseguro　Digital　Ltd																																																														ケイマン諸島																														情報技術																														330.0%

						ワールドライン																																																														フランス																														情報技術																														315.0%

						パロアルトネットワークス																																																														アメリカ																														情報技術																														306.9%

						アメリカン・エキスプレス																																																														アメリカ																														金融																														288.6%
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（ご参考）フィンテックって、そもそも何？

金融 技術

フィンテック

FinTech

テクノロジーで進化を遂げた お金にまつわる新しいサービス

×

資産運用

融資

家計管理

支払い

フィンテック（FinTech）とは、「ファイナンス」と「テクノロジー」を合わせた米国発の造語です。

ビッグデータの解析やAI（人工知能）の技術はここ数年でめざましい進歩を遂げましたが、

フィンテックはこうした技術を「お金のやりとり」に持ち込むことで、

身近なところから私たちの生活を変えようとしています。

Finance Technology
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 フィンテックの拡大が期待されるのは先進国だけではありません。金融インフラは未整備ながらも、携帯電話（モバイル通信機器）はひとり1台保有するとも
いわれるほど普及している新興国では、スマートフォンなどを活用した決済や送金に対する需要が大きくなっています。

 このような状況は、フィンテックがこれから爆発的に拡大することを期待させます。

携帯電話の普及状況 中国

キャッシュレス社会の最前線を走っている中国。
2012年頃から個人モバイル決済サービスが拡大
し、現在では国民の過半数が利用している。大
都市での日常生活に現金は不要。

普及の背景には「偽札が多い」や「銀行が不便」
という理由があるといわれているが、ATMは普及し
ており致命的に不便だった訳でもない模様。アリバ
バの「Alipay」やテンセントの「WeChatPay」とい
った便利なモバイル・アプリが現れたことも大きい。

ケニア

多くの新興国特有の課題として挙げられる財政難。
ケニアはより幅広い国民に国家財政を支えてもらうべ
く、携帯電話を通じた電子マネーのみで購入可能な
国債を発行。

また、医療機関が少なく健康保険制度も未整備な
ケニアでは、電子マネーで医療費の貯金や融資を実
現すると同時に遠隔医療サービスを提供するという解
決策に踏み出した。

フィンテック拡大余地を多大に秘める新興国
今後益々サービスの拡がりが期待される

（出所）ITU「World Telecommunication/
ICT Indicators database」
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※2017年は推計値

新興国では、ひとり1台
携帯電話を持つ時代に

（ご参考）なぜ伸びる？フィンテック ～止まらない新興国の勢い～
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ファンドの特色

毎年6月10日および12月10日（休業日の場合、翌営業日）に決算を行ない、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。

《分配について》

分配
方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます）等とします。
原則として、基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。

大量の追加設定または解約が発生したとき、市況の急激な変化が予想されるとき、償還の準備に入ったとき等ならびに信託財産の規模によっては、上記の運用が行なわれないことがあります。

当ファンドは、複数の投資信託証券に投資する「ファンド・オブ・ファンズ」です。
投資対象とする投資信託証券への投資を通じて、フィンテック関連企業の株式に投資します。

 「フィンテック関連株式ファンド」への投資割合を、通常の状態で高位に維持することを基本とします。

1.

 「為替ヘッジあり」と「為替ヘッジなし」との間でスイッチング（乗換え）を行なうことができます。

新規・追加の購入 スイッチング（乗換え）の申込み

為替ヘッジあり

為替ヘッジなし

〈ファンドの仕組み〉日本を含む世界のフィンテック関連企業の株式に投資します。

2.株式の運用はアクサ・インベストメント・マネージャーズが行ないます。

3. 「為替ヘッジあり」と「為替ヘッジなし」の２つのファンドがあります。

※株式にはDR（預託証券）を含みます。

数多くのテーマ運用で豊富な実績を有するアクサ・インベストメント・マネージャーズは、世界最大級の
保険・資産運用グループであるアクサ・グループの資産運用部門です。

為替ヘッジあり 為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
※ただし、為替変動リスクを完全に排除できるものではありません。
※為替ヘッジを行なう際、日本円の金利が組入資産の通貨の金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給

要因等によっては、さらにコストが拡大することもあります。
（注）一部の通貨について、為替ヘッジが困難、あるいは、ヘッジコストが過大と判断される際には、為替ヘッジを行なわな

い、または他の通貨による代替ヘッジを行なう場合があります。

為替ヘッジなし 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
※基準価額は、為替変動の影響を直接受けます。

アクサ IM・グローバル・フィンテック関連株式ファンド（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）（以下
「フィンテック関連株式ファンド」といいます）は、アクサ・インベストメント・マネージャーズが設定・運用を行ないます。

株式の運用の指図に関する権限を、アクサ・インベストメント・マネージャーズ・パリに委託します。
※アクサ・インベストメント・マネージャーズ・パリは、アクサ・インベストメント・マネージャーズのパリ拠点です。
※投資対象ファンドについて、くわしくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資対象ファンドの概要」をご参照

ください。

〈投資対象ファンドについて〉
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投資リスク

基準価額の変動要因

当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているものではなく、これを割込むことがあります。
信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。

投資信託は預貯金とは異なります。

委託会社では、取締役会が決定した運用リスク管理に関する基本方針に基づき、運用本部から独立した部署および会議体が直接的または間接的に運用本部へのモニタリング・
監視を通し、運用リスクの管理を行ないます。

株価の変動
株価は、政治・経済情勢、発行企業の業績、市場の需給等を反映して変動します。発行企業が経営不安、倒産等に陥った場合には、投資資金が回
収できなくなることもあります。組入銘柄の株価が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。
当ファンドは、特定の業種への投資比率が高くなるため、市場動向にかかわらず基準価額の変動が大きくなる可能性があります。
新興国の証券市場は、先進国の証券市場に比べ、一般に市場規模や取引量が小さく、流動性が低いことにより本来想定される投資価値とは乖離し
た価格水準で取引される場合もあるなど、価格の変動性が大きくなる傾向が考えられます。

為替変動リスク

外貨建資産については、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レートの変動の影響を受けます。組入外貨建資産について、当該
外貨の為替レートが円高方向に進んだ場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。
特に、新興国の為替レートは短期間に大幅に変動することがあり、先進国と比較して、相対的に高い為替変動リスクがあります。
「為替ヘッジあり」は、為替ヘッジを行ないますが、影響をすべて排除できるわけではありません。一部の通貨について、為替ヘッジが困難、あるいは、ヘッジ
コストが過大と判断される際には、為替ヘッジを行なわない、または他の通貨による代替ヘッジを行なう場合があるため、為替変動の影響を受けることがあ
ります。なお、為替ヘッジを行なう際、日本円の金利が組入資産の通貨の金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給要因等によっては、
さらにコストが拡大することもあります。
「為替ヘッジなし」は、為替ヘッジを行なわないので、基準価額は、為替レートの変動の影響を直接受けます。

カントリー・リスク
投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、または取引に対して新たな規制が設けられた場合には、基準
価額が予想外に下落したり、方針に沿った運用が困難となることがあります。
新興国への投資には、先進国と比べて大きなカントリー・リスクが伴います。

その他 解約資金を手当てするため組入証券を売却する際、市場規模や市場動向によっては市場実勢を押下げ、当初期待される価格で売却できないこともあ
ります。この場合、基準価額が下落する要因となります。

価格変動リスク・
信用リスク

その他の留意点

リスクの管理体制

※基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。〈主な変動要因〉
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ファンドの費用
当ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。（消費税率10％の場合）
※くわしくは、｢投資信託説明書（交付目論見書）｣をご覧ください。
※大和証券でお申込みの場合

購入金額 手数料率（税込）

1億円未満 3.30％

1億円以上5億円未満 1.65％

5億円以上10億円未満 1.10％

10億円以上 0.55％

※購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせください。

料率等 費用の内容

購入時手数料 購入金額に右記の購入時手数料率を乗じて得た額とします。
購入金額：（申込受付日の翌営業日の基準価額／1万口）×購入口数

購入時の商品説明または商品
情報の提供、投資情報の提供、
取引執行等の対価です。

信託財産留保額 ありません。 －

スイッチング手数料 ありません。 －

（ご参考）

料率等 費用の内容

運用管理費用
（信託報酬）

年率1.232％（税込） 運用管理費用の総額は、毎日、信託財産の純資産総額に対して左記の率を乗じて得た額とします。
運用管理費用は、毎計算期末または信託終了のときに信託財産中から支弁します。

投資対象とする
投資信託証券 年率0.5731％（税込） 投資対象ファンドにおける運用管理費用等です。

実質的に負担する
運用管理費用 年率1.8051％（税込）程度 －

その他の費用・
手数料

「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事
前に料率、上限額等を示すことができません。

監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オプション取引等に要する費用、資産を
外国で保管する場合の費用等を信託財産でご負担いただきます。

※手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

口数指定で購入する場合 金額指定で購入する場合
例えば、基準価額10,000円の時に100万口ご購入いただく場合は、次のように計算します。
購入金額＝（10,000円／1万口）×100万口＝100万円
購入時手数料＝購入金額（100万円）×3.30％（税込）＝33,000円 となり、
購入金額に購入時手数料を加えた合計額103万3,000円をお支払いいただくこととなります。

購入金額に購入時手数料を加えた合計額が指定金額（お支払いいただく金額）となるよう購入口数
を計算します。
例えば、100万円の金額指定で購入する場合、指定金額の100万円の中から購入時手数料（税込）
をいただきますので、100万円全額が当該投資信託の購入金額とはなりません。

◆お客さまが信託財産で間接的に負担する費用

◆お客さまが直接的に負担する費用 購入時手数料率
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お申込みメモ

委託会社 大和証券投資信託委託株式会社 受託会社 株式会社りそな銀行 販売会社 大和証券株式会社

購入単位 1,000円以上1円単位＊または1,000口以上1口単位
＊購入時手数料および購入時手数料に対する消費税等に相当する金額を含めて、上記単位でご購入いただけます。 ※ただしスイッチングの場合は、1口単位です。

購入・換金価額 購入および換金申込受付日の翌営業日の基準価額（1万口当たり）

換金代金 原則として換金申込受付日から起算して6営業日目からお支払いします。

申込受付中止日 ニューヨーク証券取引所、ロンドン証券取引所、ニューヨークの銀行またはロンドンの銀行のいずれかの休業日
（注）申込受付中止日は、販売会社または委託会社にお問合わせください。

申込締切時間 午後3時まで（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）

換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。

購入・換金申込受付の
中止および取消し

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情（投資対象国における非常事態による市場の閉鎖または流動性の極端な減少ならびに資金の
受渡しに関する障害等）が発生した場合には、購入、換金の申込みの受付けを中止すること、すでに受付けた購入の申込みを取消すことがあります。

信託期間 2023年6月9日まで（2018年6月11日当初設定）
受益者に有利であると認めたときは、受託会社と合意のうえ、信託期間を延長できます。

繰上償還

「為替ヘッジあり」が主要投資対象とする「アクサ IM・グローバル・フィンテック関連株式ファンド（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）」が存続しないこととなる場合または「為替ヘッジ
なし」が主要投資対象とする「アクサ IM・グローバル・フィンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」が存続しないこととなる場合には、受託会社と合意のうえ、
各ファンドの信託契約を解約し、信託を終了（繰上償還）させます。
次のいずれかの場合には、委託会社は、事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意のうえ、信託契約を解約し、繰上償還ができます。
・受益権の口数が30億口を下回ることとなった場合
・信託契約を解約することが受益者のために有利であると認めるとき
・やむを得ない事情が発生したとき

決算日 毎年6月10日および12月10日（休業日の場合、翌営業日）

収益分配
年2回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。
「分配金再投資コース」をご利用の場合：収益分配金は、税金を差引いた後、無手数料で自動的に再投資されます。
「分配金支払いコース」をご利用の場合：収益分配金は、税金を差引いた後、原則として決算日から起算して5営業日までにお支払いします。

課税関係
課税上は株式投資信託として取扱われます。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。なお、当ファンド
の非課税口座における取扱いは販売会社により異なる場合がありますので、くわしくは、販売会社にお問合わせください。
※税法が改正された場合等には変更される場合があります。

（大和証券でお申込みの場合）



当資料のお取扱いにおけるご注意
 当資料は大和証券投資信託委託株式会社が作成した販売用資料です。お申込み

にあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容
を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

 投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。
したがって、投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益およ
び損失はすべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。

 投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保
護の対象ではありません。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は投資者保護
基金の対象ではありません。

 当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の
成果を示唆・保証するものではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、
その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。また、税金、手数料等を
考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投資成果を示すものではありませ
ん。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されることがあります。

 分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の
分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。

 当資料でご紹介した企業はあくまでも参考のために掲載したものであり、個別企業の推
奨を目的とするものではありません。また、ファンドに組入れることを示唆・保証するもので
はありません。
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